（参考資料１）

令和６年度岩手県認知症介護実践者等養成研修実施計画

１　認知症介護実践者等養成研修実施の考え方
認知症の人への介護に当たっては、認知症をよく理解し、本人主体の介護を行う介護サービスを提供しすることが求められている。このような良質な介護を担うことができる人材を質・量ともに確保していくことが重要である。
このことから、岩手県では、認知症介護の初任者に対する基礎的な研修や、認知症介護の実務者に対する実践的な研修、認知症介護を提供する事業所を管理する立場にある者等に対する適切なサービスの提供に関する知識等の修得のための研修を実施する。

２　研修体系
岩手県においては、「認知症介護実践者等養成事業の実施について」（平成18年３月31日付け老発第0331010号厚生労働省老健局長通知（以下「通知」）という。）に基づき、下記のとおり認知症介護の実務者等を対象とした研修を実施している。
また、同研修の一部は、介護事業所等の開設等を行う際に、研修受講が義務化されている。
なお、認知症介護基礎研修については、介護に直接携わる職員のうち医療・福祉の資格を有さない者に対し、研修受講が義務化されている。
	№
	研修名
	目　的
	対象者
	受　講
総定員
	回数

	１
	認知症介護
基礎研修
	認知症介護の基礎的な知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につけ、チームアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を行うことができるようにする。
	介護保険施設・事業所等に従事する介護職員
	300名
程度
	１回※

	２
	認知症介護
実践者研修
	施設、在宅に関わらず認知症の原因疾患や容態に応じ、本人やその家族の生活の質の向上を図る対応や技術を修得させる。
	身体介護に関する基本的知識・技術を修得している者で、概ね実務経験２年程度の者
	405名
程度
	３回

	３
	認知症介護
実践リーダー研修
	ケアチームにおける指導的立場として実践者の知識・技術・態度を指導する能力及び実践リーダーとしてのチームマネジメント能力を修得させる。
	介護業務に概ね５年以上従事した経験を有する者で、かつ、ケアチームのリーダー又はリーダーになることが予定される者であって、実践者研修を修了し１年以上経過している者
	55名
程度
	１回

	４
	認知症対応型
サービス事業
開設者研修
	認知症介護に関する基本的な知識及び認知症対応型サービス事業の運営に必要な知識を修得させる。
	指定小規模多機能型居宅介護事業者、指定認知症対応型共同生活介護事業者又は指定看護小規模多機能型居宅介護事業者の代表者
	20名
程度
	１回

	５
	認知症対応型
サービス
事業管理者研修
	指定認知症対応型通所介護事業所、指定小規模多機能型居宅介護事業所、指定認知症対応型共同生活介護事業所及び指定看護小規模多機能型居宅介護事業所を管理・運営していくために必要な知識・技術を修得させる。
	指定認知症対応型通所介護事業所、指定小規模多機能型居宅介護事業所、指定認知症対応型共同生活介護事業所又は指定看護小規模多機能型居宅介護事業所の管理者又は管理者になることが予定される者
	100名
程度
	２回

	６
	小規模多機能型
サービス等
計画作成担当者研修
	指定小規模多機能型居宅介護事業所又は指定看護小規模多機能型居宅介護事業所において、利用者及び事業の特性を踏まえた小規模多機能型居宅介護計画又は看護小規模多機能型居宅介護計画を作成するために必要な知識・技術を修得させる。
	指定小規模多機能型居宅介護事業所又は指定看護小規模多機能型居宅介護事業所の計画作成担当者又は計画作成担当者になることが予定される者
	50名
程度
	１回


· 認知症介護基礎研修は、原則としてeラーニングシステムによる実施。
３　研修の実施方法

研修の実施に当たっては、認知症介護分野に精通する団体に当該研修の実施に関する企画を募り、認知症介護従事者等の育成に効果的と認められる企画を選定し、当該提案者に一括して委託を行う。

